




































































































署者が受講者の取り糾みの様子をみながら，二つのピタゴラス三角形△(5, 12, 13; 30), 
△ (3,4,5;6)を組み合わせて8通りのヘロン三角形が得られることを説明した．△(5,12, 13;30) 
に，△(3,4,5;6)を3倍に拡大した△(9, 12, 15; 54)を，長さ 12の辺を共通の辺として合わせ
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ると，ヘロン三角形△(13, 14, 15; 84)が得られ（図1),△ (9,12,15;54)から△(5, 12, 13; 30) 
を除くと，ヘロン三角形△(4,13,15;24)が得られる（図2)ことを説明した．
同様にして，△(5,12,13;30)に，△(3,4,5;6)を4倍に拡大した△(12,16,20;96)を合わ
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菊池の公式 次の公式でつくられる三角形はヘロン三角形となる．三辺の長さを a,b,c, 
面積を Sとする．
I : a= v(r2 + wり，b= w(r2 + v2), c = (w + v)(r2 -vw), S = rvw(w + v)(r2 -vw). 






m3=m西 +m四1, ns = m叫— n西
から得られる分数叩/m3を考える．この三つの分数から，





































hの値をそれぞれA列， B列， C列に入力し，三辺の長さをそれぞれD,E,F列，面積を G
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Iセル I 入力しておく式号 I~;旦荏圭号三且号豆若忌翌三這喜;:2cs・2),"x") 
圏3は， 5行目にはm=n=h=lを入力し， 6行目以降にはm:::;n::; 4, mn >炉と
なる値を入力した場合の画面である．
」 バ ID Iし I LJ I C I 「 I u 1n I I 
1 ヘロ ン三角形の三辺の長さと面積
2 m, n,hは正の整数で mn>h02を満たす
3 入力 三辺 a,b. cの長さ 面積
4 I m 1 1 a b C s a=n(mA2+hA2) 
5 I 1 1 1 X X X X b=m(nA2+hA2) 
6 1 2 1 4 5 3 6 c=(m+n)(mn-hA2) 
7 2 2 1 10 10 12 48 S-mnh(m+n)(mn-h'2) 
8 1 3 1 6 10 8 24 ， 2 3 1 15 20 25 150 
10 2 3 2 24 26 10 120 
11 3 3 1 30 30 48 432 
12 3 3 2 39 39 30 540 
13 1 4 1 8 17 15 60 
14 I 2 4 1 20 34 42 336 
15 2 4 2 32 40 24 384 
16 3 4 1 40 51 77 924 
17 3 4 2 52 60 56 1344 
18 3 4 3 72 75 21 756 
19 4 4 1 68 68 120 1920 
20 4 4 2 80 80 96 3072 
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